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１．概要（Summary）

我々は、既に FeCo の”逆磁歪効果”を用いた高出力か

つ小型の発電デバイスの試作に既に成功しているが、そ

の発電のメカニズムは十分に解明できていない。本支援

は、問題となっている発電が、磁歪によるものであるかどう

かという点を相談したものである。

ここでは、出力電流を取り出すコイルに逆に交流電流

を加え、磁歪振動を生じさせる方法を試みた。問題の発

電が磁歪によるものであるならば、外部から磁界を与える

と、これによって磁性体(FeCo)の伸縮が生じるはずである。

Fig.1 に示すように、この磁性体の伸縮を検出するために

もう 1 個の磁性体を FeCo 棒に連結し、その周りにコイル

を設けた。FeCo 棒が伸縮すると第 2 の磁性体は第 2 のコ

イルに対して振動し、このコイルに誘導電圧が生じるはず

である。

Fig. 1   FeCo bar with a wound coil.

Fig. 2 Output of coil excited by an AC current.

実際に、FeCo 棒の周りのコイルに交流電流を流したと

ころ、Fig. 2 に示すように、第 2 のコイルには、発電した場

合と同じ 44.1 kHz の周波数で最大の振幅が得られた。し

たがって、これは、発電と関係があると考えられ、問題とな

っている発電は磁歪によるものである可能性が高い。   

２．実験（Experimental）
＜技術相談のため概要のみ記載。以下、空欄。＞

３．結果と考察（Results and Discussion）

＜技術相談のため概要のみ記載。以下、空欄。＞
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